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第３５回田原市市民協働まちづくり会議 議事録要旨 

 

１ 日 時 令和５年８月２４日（木）午前１０時３０分～１２時００分 

２ 場 所 ３００会議室 

３ 出席者 別紙「出席者名簿」のとおり 

４ 連絡事項 １ 副会長の選任について 

２ 報告事項 

（１）市民協働まちづくりの推進体制について 

（２）市の機関の取組について 

（３）市民活動支援制度活用状況について 

（４）市民活動支援センターの運営について 

（５）「田原市の市民協働まちづくり方針」の見直しに向けた現状把握について 

３ その他 

意見交換等 

会議内容要旨 

事務局：会議資料の確認、委員交代の紹介 

 あいさつ 

 藤井会長よりあいさつ 

 

１ 副会長の選任について 

 木村敏和委員に決定。木村副会長よりあいさつ 

 

２ 報告事項 

（１）市民協働まちづくりの推進体制について 

 ○事務局：資料１、２について説明 

≪委員からの質疑・意見≫ 

・基金は使いやすくなったという解釈でよいか。 

→取り崩しができる対象事業、場が広がって今までよりも使いやすくなった。活用を高めていこ

うということで考えている。 

・今年度の協働まちづくり事業補助金の活用状況は。 

 →通常枠・少額枠について１件ずつ活用がある。通常枠以外については現在も募集中。また、新

規団体枠の要件を令和 4 年度までは団体の設立 2年以内としていたが、今年度から設立 3年以内

に延長し、すべての枠について希望があれば補助額の 7割の前払いを可とするなど、使いやすく

なるよう要綱を改めた。 

 

（２）市の機関の取組について 

 ○事務局：資料３について説明 

≪委員からの質疑・意見≫ 

・市民活動に関する寄付などはあるのか。ほかに企業などをスポンサーにして物品の寄付や作業
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などの参加を呼び掛けることはしているか。 

・目的を定めたうえで寄付をいただくが、主に教育や福祉などを目的に頂くことが多く、市民活

動に限定したものは比較的少ない。企業の方にボランティアで草刈り作業をやっていただいた

り、社会福祉協議会が生理用品の寄付を募っていたりということはあるが、より参加しやすい

環境づくりというのは必要な点なので、提案等いただければ検討したい。 

 

（３）市民活動支援制度活用状況について 

○事務局：資料４について説明  

≪委員からの質疑・意見≫ 

・令和４年度に自分の団体で補助金活用し、無事事業を完了させることができた。ただ、年度頭

に事業を行ったので準備としては前年度から行うこととなったので、先に作った印刷物等が補

助金対象外ということもあった。改善してほしいということではないが、年度替わりの時期に

は補助金の活用が難しいと感じた。 

 →できるだけ早期に募集をかけるようにしているが、単年度会計となるので年度をまたぐ事業

は行政の仕組み上どうしても難しい。 

 

（４）市民活動支援センターの運営ついて 

○事務局：資料５について説明 

≪委員からの質疑・意見≫ 

・（センター職員より）市民活動団体にもっと利用してほしいと考えていたが、利用を待つだけ

ではなく、こちらから発信やお知らせをしてそれぞれの活動を広げることが大切だと感じるよ

うになった。でも、来てもらうための工夫として使えるものを増やしたり、開設日を増やした

りということもしてもらいたいというのもある。 

・どすごいネットの活用がないことについてどう考えているか。 

→ほかの５市の認識も確認する。今はＳＮＳが情報発信のメインになっているので、時代に併せ

ていく必要もあると感じる。活用していただくには、どすごいネットに情報を載せることにに

意味を持たせる必要があるので、どうしていくか検討する。 

 

（５）「田原市の市民協働まちづくり方針」の見直しに向けた現状把握について 

○事務局：資料６について説明 

≪委員からの質疑・意見≫ 

 ・市民への意識調査はこれからやるのか。 

 →総合計画の改定のため昨年度おこなった。３年に１度行っており、市民活動に関わる団体さん

にも意見を聞いている。 

 

３ その他 

○事務局：委員の取組として、資料７について説明 

○事務局：次回の会議の開催時期について、11 月頃を予定しているが、時期がずれることもある

のでご承知おきを。 

≪委員からの質疑・意見≫ 
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・ミニカフェはすごくよかったのに参加者が少なかった。一方で親子教室は参加者が多かったと

聞いているので、内容として必要としている方が多いのだなと思う。 

・市民活動団体は、イベント等を行うときに市民館に情報提供、周知依頼をしてもいいと思う。 

・ＰＲについて、親子教室のノウハウを活かせると良いと思う。 

 ・今回も前回も、色々な意見がでてきた。情報の発信方法を課題として認識する必要があると思

う。また、行政や企業などいろいろな主体の方がいるので役割分担をしながらつながりを持っ

て、活性化していくために考えていくことが必要。 

 

 

午後１２時閉会 


